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あらまし: 芸術鑑賞の仕方は鑑賞者の主観や経験に強く依存する．芸術作品の作品解説には視覚可能な客観的属性と感
情や印象による主観的属性に関する記述が混在する．作品解説が，鑑賞者が作品について理解を深める，という鑑賞教
育へ繋がる役割を果たすためには作品解説が客観的属性と主観的属性を適切に表現する事が必要である．しかし，同じ
作品解説から属性を判定するプロセスは鑑賞者によって異なる．本稿では，作品解説を鑑賞者が見た時に，客観的属性
と主観的属性を判定する際のプロセスを記述した．
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1 はじめに

芸術鑑賞の仕方は鑑賞者の主観や経験に強く依存す
る．そのため，芸術鑑賞における作品解説は鑑賞者の自
由な芸術鑑賞を阻害してしまう可能性がある．しかし，
鑑賞者の芸術に対する知識や経験によっては作品の見
方が分からない状況が起き得る．通常は “分からないな
りにもまず観る”が芸術鑑賞の基本であるが，鑑賞教育
という立場を鑑みた際，作品解説は一定の役割を果たし
うる．
日本美術教育学会が小学校・中学校美術科の教員を

対象に行った「図画工作科・美術科における鑑賞学習指
導についての調査」[1]において，学校教育における美
術は，芸術作品の制作を重視されており，芸術鑑賞を
軽視する傾向にあるとしている．この原因として，「鑑
賞学習指導の取り組み」の回答で積極的と消極的の回
答が二分している．消極的な理由として，「鑑賞に関す
る知識が乏しい」という回答が小学校 37.7%・中学校
24.9% と教員自身が問題を抱えているとしている．ま
た，鑑賞学習に必要な改善点として「鑑賞の学習指導に
関する現職教師の研究・研修」の項目で小学校 47.8%・
中学校 43.3%が回答している．
本研究では，教育機関における鑑賞学習指導を深化さ

せる一つの方法として，鑑賞活動を認知的に理解する試
みを通じて適切な鑑賞教育支援についての可能性を考
える．その第一歩として芸術鑑賞と作品解説の関係を
取り上げる．
吉村 [2]は，絵画の作品解説が絵画中に知覚可能なも

のから展開されていれば，絵の前に立つ鑑賞者はその存
在に目を向け，それを踏まえた解説内容に納得，疑問を
持ちやすいとし，作品解説を作品中に知覚可能な顕在的
属性，感情や印象など知覚不可な潜在的属性，作者や作
品の製作年などに関する情報の背景情報に分ける事の
重要性について説いている．また，実際に利用されてい
る解説文から鑑賞者が解説文を各属性に仕分ける作業
がどの程度可能であるか実験を行い，現行の解説文でも
鑑賞者と解説作成者の間に温度差が生じているという

問題を指摘している．そのため，作品解説の内容を各属
性に分けるという作業を行うことで，作品解説の改善
の手掛かりとなり，芸術作品を理解するための基準と
なる．この基準が，鑑賞教育における評価・指導の改善
や，鑑賞者の芸術鑑賞を行うために必要な知識を深める
事に繋がると考えられる．
本稿では，鑑賞者が芸術作品と作品解説を見て，作品
解説に書かれた内容を各属性に判定するプロセスを記
述する．

2 文章理解と作品解説における属性

人はある対象を見ようとする際，今までの経験や知
識からそれが何か判断する認知的枠組みを持っており，
その認知的枠組みをベースとして見ている．また，人は
文章を読んだ際に個々の文を，意味を示す知識の基本単
位である命題に変換し，短期記憶内に命題ネットワーク
が構成する．個々の命題に関連した情報を長期記憶の
知識ベースから検索を行い，検索された情報や推論で
得られた情報から精緻化命題ネットワークを構成する．
そこから文脈的から一貫性を持つ意味表象を形成する
[3]．以上のことから類推されるのは，同じ作品，解説文
であっても鑑賞者がもつ経験や知識により各属性を判
定するプロセスは異なるであろう．
本稿では，作品解説に対する属性判定として，吉村の
提案した 3つの属性を規定する．

• 顕在的属性：色や形など作品中に知覚可能なもの．
物理的，客観的性質．

• 潜在的属性：目で直接見ることの出来ない感情や印
象など知覚不可なもの．鑑賞者自身の主観的性質．

• 背景情報：作者や作品の製作年などに関する情報．

上記の属性は，どの属性が作品解説として相応しいかを
示すものではなく，作品解説の作成者が自身の書いてい
る文章がどの属性の観点から書いているかを自覚する
ための基準として扱われる．
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3 属性判定プロセス

次に，以下の変数を用いて作品解説の属性判定プロセ
スを記述する．

• 解説 T : T = {T1, T2, T3, · · · , Tn}
– Ti : 解説 T の解説要素 (String)

– i : 1, 2, 3, · · · , n(自然数)

解説 T は作品解説の全体を表し，それを任意の n

個に区切った文字列を解説要素 Ti とする．また，
一つの作品につき一つの解説 T が存在している．

• Ai : 判定結果(Integer)

判定結果 Ai は，鑑賞者が解説要素 Ti がどの属性
であるか判定し，その結果の属性が格納される．格
納される属性は，「顕在的属性」「潜在的属性」「背
景情報」「判定不可」のいずれかである．判定不可
は鑑賞者が該当する属性がどれかを判断できない
際に格納される．また，既に属性判定を行った解説
要素 Ti に対して属性判定は行わないとする．

• Zi : 属性判定終了フラグ(Boolean)

属性判定終了フラグ Zi は初期値に全て false が設
定されており，鑑賞者が解説要素 Ti に対応する
属性判定 Ai を出力した時 true となる．全ての属
性判定終了フラグが trueになった時に処理が終了
する．

3.1 鑑賞者の置かれた環境
鑑賞者は次の制約の下，属性判定を行うとする．鑑賞

者は呈示される芸術作品，作品解説については初見であ
るが，属性判定を行うために必要な各属性の詳細につ
いて事前に説明を受けている．そのため，鑑賞者は作品
や解説についての予備知識や記憶は無いが，各属性の
特徴は理解しているため属性判定が可能となっている．
また，鑑賞者は解説要素 Ti の属性判定を行う順番は，
先頭から順に属性判定を行うとする．
3.2 鑑賞者の活動
鑑賞者は，解説要素 Ti を読んでから属性判定を行う

までのプロセスは以下の活動から構成される．

• Act1:解説要素 Ti の入力
• Act2:芸術作品の入力
• Act3:属性判定
• Act4:属性判定の出力
• Act5:その他

図 1 属性判定プロセス

図 1 に，属性判定プロセスを示す．鑑賞者は解説要素
Ti のみを見る，もしくは解説要素 Ti と芸術作品を交互
に見る事で解説要素 Ti がどの属性の要素を持っている
かを判定する．そして，判定した属性を出力する．
Act1：解説 T から解説要素 Ti を認識し，解説要素 Ti

に対して文章理解をする．

1. 解説要素 Ti を意味を表す命題に変換し，命題ネッ
トワークを構成する．

2. 長期記憶から個々の命題に関連した情報を検索
する．

3. 検索された情報や推論から得られた命題が付加さ
れ精緻化命題ネットワークが構成される．

4. 文脈的に共起しているものが活性化，矛盾を含ん
だ要素が排除され，一貫性を持つ意味表象を形成
する．

Act2：芸術作品を認識し，作品中の特定の箇所を探索
する．探索する箇所の例として，解説要素 Ti が示して
いると考えられる箇所の探索，鑑賞者自身が興味を持つ
箇所の探索，全体や一部を見渡すなどが挙げられる．
Act3：解説要素 Ti が各属性の要素を持っているかを
判定する．判断する要素として，解説要素 Ti が示す箇
所が作品中で知覚可能なものであった場合は，顕在的属
性と判断する．解説要素 Ti が感情や印象，または解説
文を書いた人の主観的な文であった場合は潜在的属性
と判断する．解説要素 Ti が作品の製作者に関する情報
や制作年などの情報が記述された場合は背景情報と判
断する．上記のような基準から解説要素 Ti が各属性の
どれであるかを判断し，その属性を判定結果 Ai に格納
する．
Act4：解説要素 Ti に対応する判定結果 Ai を出力す
る．出力するした際に解説要素 Ti に対応する属性判定
終了フラグ Zi が trueとなる．
Act5：鑑賞者が属性判定を行う際に，作品，解説以外
のモノを見ている，他の事について思考しているなど，
上記の活動に関係ない行動があるため，これらは全て一
括して「その他」に分類した．

4 まとめ

本稿では，作品解説が果たす役割が鑑賞教育へ繋がる
ための手掛かりとして，鑑賞者が芸術作品と作品解説を
見て，作品解説に書かれた内容について属性判定を行う
際のプロセスを記述した．
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